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７－７　弥彦地殻変動観測所における傾斜観測（1967-2010）
Tilt Observation at Yahiko observatory(1967-2010)

東京大学地震研究所 , 地震地殻変動観測センター
Earthquake Research Institute, University of Tokyo

弥彦地殻変動観測所においては 1967 年 6 月から地殻変動観測を行っている．今回は読取型水管
傾斜計による観測結果について報告する．第１図に読取型水管傾斜計の月平均値とその 12 ヶ月移
動平均値を示す．第２図には読取型水管傾斜計の移動平均値に基づく傾動ベクトル図を示す．観測
当初より 1990 年頃まで掘削方向である北西方向への傾動が続き 1991 年頃から傾動方向が変化し掘
削方向への小さな揺らぎを伴いながらの北方向への傾動が続いている．第３図に表示期間を拡大し
たベクトル図を示す．1998 年頃より揺らぎの傾向が変わり，中越・中越沖地震の後 2009 年過ぎよ
り西方への傾動と変わって来ている．
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第 1 図 読取型水管傾斜計による累積傾斜変化（□ =12 ヶ月移動平均値・実線 = 月平均値）
Fig.1 Cumulative tilt change by reading type WTT( □ =12month’s running mean, solid line=monthly mean)
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第 2 図 読取型水管傾斜
計による永年傾動ベク
トル（12 ヶ月移動平均
値）
F i g . 2  V e c t o r i a l 
presentation of filtered 
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ground tilt

第 3 図 読取型水管傾斜計
による永年傾動ベクトル

（1983.4-2010.7）
Fig.3 Vectorial presentation 
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